IT企業Z社　技術部：Dさん（W社PJリーダ）
14日：午後：惨事後MTG、個人カウンセリング
15日：午後：全体説明
＊聞かれて下記にないことは、自由に創作してください。
＊誤字脱字があると思いますが、つじつまを合わせてもらって構わないです。
＊また書いてあることと違っていてもOKです。他のチームのCL役と違っていても全く問題ないです。

CL像
　　５０歳　男性／女性　家族（仕事に理解をしめしてくれている）：配偶者52歳／子供25歳
　　Z社　勤続２８年　
　　通勤時間　９０分　残業月８０時間程度
※通勤時間が長いため、ＰＪリーダになってからは、職場の近くのカプセルホテルに泊まり（これは自分の判断でやっているので、誰にも言っていない。）、睡眠時間を確保（最低６Ｈ）することが多かった。自分の判断でやっていることなので、誰にも言っていない。　朝は、始業１時間前から仕事をして、みんなが帰るまで仕事をしていることが多いので、“仕事に対して厳しいですよね”とよく言われるが、リーダとしては当然だと思っている。

Ａさんとの関係性：部門は違うが、以前にも一緒に仕事をしたことがある。Aさんの技術力をかっている。（そこまで親しい関係はない）

Aさんのことで知っていること
部門は違うものの、以前から何度か一緒に仕事をしており、Aさんの技術力は信頼できるものでした。今回も途中参加ながら状況を整理してくれ、PJが何とか回っているのはAさんの力が大きいと感じていました。

W社のお客様は非常に厄介で、言ったことを簡単にひっくり返したり、追加の仕様を次々に求めてきます。自分が窓口として対応することも多いのですが、どうしてもシステム部との打ち合わせで無理な要望が出る場面があります。そのときAさんは「できません」「無理です」ときっぱり言うため、お客様からは「融通がきかない」と不満を言われることもありました。結局、自分が間に入り、どうしても必要なことは対応し、無理なことは断るという調整をしていました。その際、システム部への追加依頼をAさんにお願いすることもあり、そのたびに「Dさんはどちらの味方なんですか？」と冗談交じりに言われたこともあります。全体のバランスを見て判断するしかなく、技術部としてできる限りのことは対応していました。

5月以降、C課長から「Aさんが産業医面談を受け、措置意見書が発行された」と聞きました。その際「業務量に配慮してほしい」とも言われましたが、具体的にどうすればよいか分かりませんでした。結局、客先の打ち合わせに同行してフォローする程度しかできず、実際にはAさんがPJの資料を把握し、開発メンバへの指示を担っていました。もし本当に配慮するのであれば、システム部でメンバを増やし、Aさんの負担を減らすべきだと感じていました。

7月には、B部長から「産業医の指示でAさんをPJから外すことになりそうだ」と相談されました。この段階でAさんが抜けるなら、代わりのメンバを入れてほしいと要望しましたが、検討の結果、適任者はC課長しかいないという結論になりました。Aさんの体調もかなり悪化しているように見えていたので、やむを得ないと思いましたし、なんとか交替をうまく進めてAさんの体調が回復してほしいと願っていました。

8月25日（月）には、「風邪をひいたかも…」とAさんが言い、鼻をずっとかんでいる様子がありました。「息をするのが苦しいな」とも漏らしていました。自分は「早く良くなってくださいね」と声をかけましたが、日に日に症状が悪化しているように感じました。

8月中旬には、PJメンバに「9月からAさんはPJを離れ、後任はC課長となる」と周知しました。同じタイミングでW社の客先にも「社内の都合で交替する」と伝えましたが、お客様からは怪訝な表情をされました。


当日の出来事
8月２９日（金）
Ｗ社の１５時からの会議について、Ｃ課長から“無事終了しました。予定通りの方向ですすめそうです”とＳＭＳがあった。会議の状況を心配していたが、問題なく終了したんだと安心した。

8月３０日（土）
人事部長Ｘ→技術部長経由で、Ａさんが亡くなったとのメールを確認した。詳細な情報はわからなかったので、どういう状況だったのだろうといろいろ考えていた（自殺といわれなかった）。

９月１日（月）
朝一で、東京本社の幹部会議で、Ａさんことが周知されたらしい。その後、技術部部長から、周知された内容を共有してもらい、自殺だったということを聞いた。ただし、この情報は他言無用と言われた。

　９：００－
毎日、９：００からＰＪ定例会議がある。そのタイミングで、Ｂ部長からＡさんのことを報告（亡くなったことを伝えた）。“自殺”とは言わなかったのは、何故だろう。ＰＪは通常通り進めるしかなかったので、いつもの通り、進捗確認を実施した。遅れている部分については、厳しく追及してしまった・・・。

９月２日（火）
システムセンターのＰＪ室を訪問。自殺ということは、限られたメンバしか聞いていないと思っていたが、ＰＪ室で、“自殺じゃないの？”と会話している様子をみかけた。噂になっているのかもしれない。

９月３日（水）
通夜に参列。Ａさんの妻さん、お子さんの様子をみるのが苦しい。
（通夜の受付の手伝いは5人：システム2課　庶務の方、P、Q、Rとシステム１課　庶務の方が担当してくれた。だれが頼んだかは知らない）

９月４日（木）
告別式には、Ｗ社への訪問予定があったため参加せず。
Ｗ社の担当には、ＡさんはＰＪから外れることをすでに伝えていたため、特に今回の件はお伝えしていない。ただ、急遽、Ｃ課長が当日（本日）の訪問を取りやめていることについて、“何かありましたか？”と疑問をもたれていた。

＜反応＞
当初：眠れない、途中で目が覚める。Ａさんのことを考えないようにしていた。ＰＪを進めることだけに集中しようとしていた。
9/８以降、途中で目が覚めることは少なくなった。カプセルホテルに泊まり、なんとかいつも通りのパフォーマンスがだせているのではないかと思う。
　
今気になっているところ、
・ＰＪリーダとして、ＰＪを進める必要がある。従来通り、朝はみんなより１時間早く出社して、仕事をしている。先日、請負会社の窓口の人から、“（Ｄさんは）いつも通り、冷静ですよね”と言われた。“みんな、あなたみたいに仕事はできないですよ”と言われてしまった。自分は冷たい人間なのかもしれない。
・9/14,15でメンタルヘルスのケアをしていただけると聞いた。自分は大丈夫だが、C課長や他のPJメンバの支援をお願いしたい。
・社外の人に「Aさんはどうされたんですか？」と聞かれたなんて言ったらよいかわからなく困った


＊組織図は、PDFで別にあります。
＊個人のIES-R/K-1０は　別途　WEBページからダウンロードできます。

　　　Dさんの　IES―R：　６点　　K-10：　１３点

